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PlaotRoo ˆ¹ : From CeUs to Systems 
FŽç•‡“c dings of the 14 ŒŒLong As hton lntemational Symposimn •C held in Bristol •C UK•C 13 15 Se ptember 1995 
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Impacts of Global Chaoge 00 Tr –¾ Physiology aod FOI •S t Ecosystem 
E•̀ •‡“c dings of the lnternational Confer ‰ ñ – Úon Im pacts of Global Change on Tr•C“c Physiology and Forest Ecos ysterns •C held 
26-29 November 1996 •C Wageningen 
edited by G.M ‚æMoh ‘É n•CK Kra mer •C‘g dS. Sabat 
FORES 1R Y SCIENCES 52 February 1998 Hardbound 382 pp . ISBN 0-7923 -4 921 •E0 •• 26 •C2 50
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園 BioSys510の主な特長

・8種類のバッファ切り換え
・コールドルームに最適なコンパクト設計

・流量設定範囲:O.003-30m.eJmin (2ポンプ)

・操作が簡単なフロントパネルコントローラ

・マニュヌ1レインジェクション/オートインジェクション

・pH/伝導度モニ夕、フラクションコレクタ及び

2ぺンレコーダ標準装備

・脱気不要の高圧ミキシング

・低圧から高圧まで全てのカラムに対応

ベックマン株式会社
本社 干151.0073東京都渋谷区笹塚2丁目1番6号 笹塚セン合一ビル .0120.705202 FAX 03・5352・2834

・ 大阪営業所 ・全国カス トマサポー トセン安一 ・札幌 ・仙台 ・つくば ・名古屋 ・福岡

JSPP and PCP on the Web 

Visit Our Home Page 
at 

http://www.nacos.com/jspp / 
1 .学会について
2.入会案内
3. P!ant and Cell Phys;o!ogy: Indexと Abstract
4. P!ant and Cell Phys;o!ogy:投稿規定
5.年会について
6.学会賞
7.新着情報

(日本語ページhttp://www.nacos.com/jspp/jsppj.htmI)



WAKAMORI 気泳動シリーズ
|蜘山

-入力 1日日土1日VAC 5日160Hz
-出力 12VDC 30Wx2UN1T AH・100 AH・200

冷却郡 |・コントロール範囲 TC一室温(外気温25'Cのとき)
本体外寸 2日x200x白岡(WxDxH) 本体外寸 2回x450x邸聞(WxDxH)

-コントロール精度 土1"C
-入力 10日I10VAC 5日16日Hz uv透過トレー e40x 17811111 uv透過トレー e40x33日間n
-出力 電圧 5-3日日VDC 電流 2-50日mA サンプルコーム 50検体(厚さ1.511111)x2 サンプルコーム 50検体(厚さ1.5隅)x4

電海部 1・世イマー 1-999min 恒用J(ッフ?ー量 1.150叫 置周バッファー量 1.5日日rnD
-費示 渡.表示電圧、電流切り換え

寸法 ・置量寸 _292x396x34日柵(WxDxH) -16.5kS 価 格 ￥1泊 ，∞o 価 格 ￥160.000 

偏 緒 | ￥798.0αコ 既製の8:&U12チャンネルマルチピペットに対応 既般の8:&び12チャンネルマルチピペットに対応

蹴和科盛株式会社
干113東京都文京区湯島4丁目6番12号 理島ハイヲウンB棟1F 干227神奈川県僕浜市膏葉区しらとり台55番21号
TEL.03(3815)40411ftl FAX.03(3815)4048 TEL. 045(981)0379 FAX.045(982)7052 

干01:3札幌市西区八軒十条東3丁目 1番 28号 干305茨械県つくば市大字下横場字草草原277番93号
TEL.011 (756) 1821附 FAX.011(756) 1763 TEL. 0298(37)21 81 FAX.0298(37)2234 

nacalaitesque ~~ 
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アポ卜ーシスやシグナル伝達に関連する試薬を多数掲載しております。

lアポトーンス}
研究用試薬〉

(シグナル伝達}
、研究席式薬〉

アポ作ーシス誘導試薬.P.B害試薬、抗体1:!ヅ外
ぞノクローナノL抗体、ポゲクローナノL抗体、 etc

各種影葉活位化剤 .P.N害剤、 NOf:ナ-
ílBlJ?l.局筋と細胞内厳選/ご/l8b~P.N害剤、 etc

最努事(t)撃奪t営業庸tC3防 9 ログ芝乞議案可~'t' ()f

ナカライデスク株式会社 アリーダイヤノル 0120-489-552
本祉干6ω-ω55京御市中京区二条通烏丸西入ル



4月の新刊 同物φt2Iパク質研究のための便利な 1冊.
・細胞工学別冊「植物細胞工学シリーズ」第9号

‘植物のタンパク質実験ブロトコール砂
-遺伝子と組織かう迫るタンパク質の機能と構造一

【監修] 中村研三 (名古屋大学大学院生命農学研究科)・西村幹夫 (基礎生物学研究所細胞生物研究系)I・ 220頁
長谷俊治 (大阪大学蛋白質研究所)・前島正義 (名古屋大学大学院生命農学研究科・本体価格3，500円+税

主な内容

第1部遺伝子からタンパク質に攻め込む

1章タンパク質発現系

1.大腸菌での発現系

2.インクルージョンボディからの回収
3.融合タンパク質を用いた特異抗体の調製

4. in vitro転写・翻訳系を用いたタンパク質合成
5. Two hybrid systemによる相互作用タンパク質の

スクリーニンク

2章 リコンビナントタンパク質の機能解析
1.プ口テインキナーゼの解析

2.転写因子の解析

3章指標を付けたタンパク質の植物での発現

1.シ口イヌナズナでの発現と細胞内局在の解析

2. GFP指標を付けたタンパク質の発現と検出

第2部植物か5タンパク質を精製する
1章タンパク質精製のポイント
1.植物タンパク質の精製上の留意点

2.植物組織の特徴とオルガネラ調製の留意点

2章タンパク質調製の実際

1 .花弁からのアントシアニンアシル基転移酵素の精製

2.被からのグルタミン合成酵素アイソザイムの精製
3.葉緑体スト口マからの分子シャペロンの精製

4.黄化子葉からのミクロボディタンパク質の精製

5.液胞膜H+ーピロホスファターゼの精製

6.核マトリ ックスタンパク質の調製

7.細胞壁酵素の抽出

8.ぺプチド性植物細胞増殖因子の精製

9.師管内タンパク質の採取と分析

第3部 タンパク質の構造を知る

1章電気泳動を活用して構造特性を探る

1.電気泳動ゲルの染色とアフィニティーブロッテインク

2.糖タンパク質の分析

2章分析機器を用いて構造を究める

1.プ口テインシークエンサーによる一次構造解析

2.質量分析計による分子量の精密測定

3. X線結晶僑造解析

中 '植物の病気のメカニズムの最新情報が満載

-細胞工学別冊「植物細胞工学シリーズ」第8号

‘分子レベルからみた植物の耐病性砂
.インターナショナルサイズ

.204頁(カラー24ページ)

.本体価格3，600円+税

一植物と病原菌の相互作用に迫る一
【監修]山田哲治 (岡山大学農学部)

島本 功 (奈良先端科学妓術大学院大学バイオサイエンス研究科)

渡辺雄一郎 (東京大学大学院総合文化研究科)

ー一一一ーー 主な内容 一回目ー回一

1章共生・寄生戦略と植物の応答

2章抵抗性遺伝子とシグナル伝達

3章ウイルス抵抗性のための戦略

次号予告 '植物ホj陀ノがよくわかるばユー集.蜘年8月刊行予定 l 
・細胞工学別冊「植物細胞工学シリーズJ第10号

‘植物ホルモンによるシグナル伝達の最前線(仮題)砂
【監修}神管勇治 (理化学研究所)・町田泰則 (京都大学大学院理学研究科)

服部束穂 (三重大学遺伝子実験施設)・福田裕穂 (東京大学大学院理学研究科)

..2・・・秀潤社
〒106・0031 東京都港区西麻布4-15・21 第6興和ピル7階
TEL: 03・3409・6121 FAX: 03-5485・7715
E-mail: i川nfo@s凶hl川刈tυ吋Jjunsha.co∞o.伊 URし: h捕悦p:/，川ww.s山hu叫juns凶ha.c∞o仏.伊/
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eC:LIPse 

TESOO 
5;J-ðま凌Ií/fJ菅原援に必;乏~.
マノよチダーメタダブの反原湯'itllo
ECLIPSE 

TE200  
gJ乍冷夏ヲ's;tYl~管I.i'子の;l'!f/.ご.
HlntYl ~iIli~タスケXタふダーメヲヂガ

-新光学系、CFI60システムを搭載
定評あるCF光学系の性能に無限遠補正光学系の特性を取り入れ

た、 CFI60システムを搭載。対物レンズには、岡焦点距権紛rnrn、

ネジ径25rnrnの新規格を採用しました。

園高N.A.と長作動距離を両立
N.A.を大きく、しかも作動距峰(ワーキングディスタンス)を大きくという、

両立が困難な特性を実現。優れた解像度と操作性を提供します。

・ユニJ(ーサル対物レンズを新開発
明視野・暗視野・位相差・微分干渉・蛍光・偏光観察を対物レンズの

交換なしにカバー。複数の観察法の併用などに威力を発栂します0

・IVF用途に置適なHMCコンデンサを新開発
IVF用途に最適な、作動阪商144rnrnのホフマンモジュレーション用

コンデンサを独自に開発しました。

・ひときわ鮮明忽蛍光像を実現
より明るくなった照明装置や、紫外線透過軍事の高い対物レンズな
どにより、従来比約2倍の明るさを実現しました。

販売元

株式会社=コシ/株式会社=コ〉インステックバイオメディカル部
カタログパンフレッ卜等のご請求は、株式会社=コンインステックバイオメテ"イカル部へ 112-0004東京都文京区後楽1-4-25(回数販ピル)電話(03)5802-0218(ダイレクトイン)

(株)ニコンインステック顕微鏡特約盾 (稼)京都コーガク 606-8221京都市左京区田中西樋ノ口町80...........(075)78ト1170
(練}アオパザイエンス 982-0032仙台市太白区富沢1-5-30 (022) 243-1988 椋)コーガク 561-0841大阪府豊中市名神口3-8-2......(06) 333-3922 
(練)三曹 113-0034東京都文京区湯島2-25-7 (03) 3839-7361 椋)猪原商会 730・0051広島市中区大手町3・6・.........••••• .(082) 240-1400 
オザワ科学{練). ..460-0003名古屋市中区錦3-9-22 (052) 951-5331 練)大鰐商会 813-0034福岡市東区多の津1-4-1流通センター内 (092) 61 1-1 1 1 1 
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ロングシーケンスでシーケンス効率が
飛躍的に向上

島津ONAシーケンサ | 

DSQ・1000 L/500L 
DSQ・1000Lは一度に1，000ベース以上のロングシーケンス

が可能です。また，DSQ・500しは350ベースを3時

間と高速での解析ができ，PCR産物などの塩基配列

分析に適しています。 Lシリー

ズ以外にPCR-SSCP分析に

対応したSシリーズも用意して

血液から直接，遺伝子増幅が可能

Ampdirectmq④Human Blood 

糊
遺
伝
子
縫
偏
差

検

出

本製品Ampdirec/'"を含有する反応液を使用することにより最大10%量の血液より直後DNA増幅か可能。

本社 京都市中京区西ノ京桑原町1

ライフサイエンス機器部 (075)823-1356 ・東京321与5656 ・大阪373-必41・札税205-55∞
お閉会せはもよりの営業所へ ・仙 台 221-6231・つくば 51-8511・大宮64ια)95

.横浜 311-4421 .名古屋 565-7525.京都811-8191

.神 戸 331-9662 ・岡山221・2511 .高松 34-3031
TEL (011) 205・5500FAX(011) 205・5490・広島 248-4315 .福岡413-0333

札幌支庖第一営業課
@島津製作所



英国HANSATECH社製

OXYGEN AND FLUORESCENCE MEASURING SYSTEM PEA PLANT EFFICIENCY ANAL YSER 
光合成強豪・蛍光反応システム クロロフィル蛍光反応測定器
-酸素電極法による光合成の測定
・液相、ガス相型酸素電極
-蛍光と酸素の同時測定地可能
・最大光合成、略呼吸の測定

FLUORESCENCE MONITORING SYSTEM 
FMS1・FMS2野外蛍光モニタリングシステム

-携帯性に優れたクロロフ ィル蛍光源~定器

. PARおよび温度センサー付クリ ップ

・温度補正回路により、高い測定安定性

. 3種類の励起光源を内蔵

・スクリプト言語によりプログラムが自由にできます

蛍光測定に必要なFo，Fv，Fm，FvlFmを計算して表示。
1図の測定で立ち上がりから、高分解能でカウッキー効果
のグラフ表示可能。 野外携帯型、時処理クリップ付

用途 ・環境ストレスの診断・環境耐性の研究
-光合成能力低下の初期段階での検知

米国SOILMOISTURE社製
PLANT WATER ST ATUS CONSOLE 

圧力式水ポテンシャル測定器

本器は、小型高圧タンク付で、携帯用に設計されてお
り、研究室から屋外まで使用できます。
4OBAR，80BARの2種類があり、セットアップも簡単。
他に土狼用水ポテンシャル測定器もあります。

米国SOILMOI釘URE社製
土療水分針 TRASEシステム

TDRσm恥 mainReflec棚田町)法による土嬢水分計です。
TRASEは、中性子方式の様な放射能に基づく機器装備を使用していな
いので人体に安全な設置です。
さらに中性子法では厳しい自動記録織能があります。
TRASEは.ケープルテスター、デジタルTDRオシロスコープとデータ
ロガーの優れた点を組み合わせて独自の弥力性の高い水分測定システム
を作り上げています。

仕様
電源:バッテリー仕様又は18-24VDCNAC
パルス(測定)起動時間:2∞ピコ秒
データ転送ポート:DB2S RS・232C
マルチプレックスポート:DBlS 
測定範囲:0・1∞%容積水分率
精度:2%またはそれ以上
自動記録の競み取り間隔最小1分、最大1月

Iーア日本総代理屈

~旭光通商株式会社
干151・0063東京都渋省区富ケ谷2・21-10 木島ビル
TEL: 03・5453・6501 FAX: 03-5453・6506



PERSONAL LASER SCANNING MICROS 

FLUOVIEW 
すべての蛍光顕微鏡ユーザに

レーザ顕微鏡を提供したい。

オリンパスが追求したのは、使い易さと鮮明な画像。

研究室の予算で購入できる研究者のための、

レーザ顕微鏡FLUOVIEW誕生。
FLUOVIEW+BX50 

.12Bitの分解能による鮮明画像・鮮明なノ7ルスキー像 .2チャンネルのフォトマルユニy卜を標準装備.オートゲイン機能を浴載、面倒な感度調整が不要

.オリンパスの各種顕微鏡、各種レーザに対応する優れた拡張性.レーザ調整不要・1モ二宮による省スペース設計

OLYMPUS@ 
オリシ1tス光学工業株式会社 販売元/オリンパス販売株式会社カタロデのご請求は、オリ凶日販売株式会社 〒101-∞62東京都千代田区神田駿河台3-4(龍名館山レ)TEL03-3251-8971
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D.H.R.Ba同on，花'xasA&M UniversitメUSA
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Executive Editor 

o. Meth-Cohn， University of Sunderland， UK 

天然物化学の様々な文献を統合した決定版の全書
です。各巻は定評ある専門家によって編集され、他
に類を見ない確かな情報を掲載します。化学、生物
学両分野をカバーします。詳細は弊社ウェブサイト
でご覧いただけます。
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